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電子教科書導入における学生の意識と課題
―長崎県立大学における事例紹介―

石 田 聖１

１．はじめに

近年、スマートフォンやタブレット型端末の普及によって、日本国内においても

電子書籍の利用環境は充実してきている。２０１９年末には、文部科学省が「GIGAス
クール構想」を打ち出し、ハード・ソフト・指導体制一体での学校教育における ICT
教育、デジタル教材の充実を掲げ、２０２０年度の教育改革により ICT教育が推進さ
れてきた。また、世界的な感染流行となった新型コロナウィルス（以下、新型コロ

ナ）の感染拡大を受け、遠隔授業、デジタル教材を利用する傾向が急速に高まった。

大学教育においても、新型コロナ感染拡大防止に伴う遠隔教育の拡大で、これまで

の紙媒体教科書ではない電子的教育コンテンツの重要性はさらに増している。新型
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コロナの大流行を契機とした、デジタルトランスフーメーションの加速により、日

本の教育にも再構築が求められるようになった。とりわけ、新型コロナ禍以降は、

大学教育の現場においてもオンライン学習・オンデマンド学習など ICTを活用し
た遠隔教育の対応が増えたが、社会科学系の学部学科における導入事例が少ないた

め研究も十分になされていない現状である。

大学教員にとっても電子教科書に関する知識やノウハウがない段階での教育面で

の活用は課題が残る。しかしながら、実際の学習者にとっては、日々の状況での学

習の積み重ね、効果的な学習効果の検証が必要である。国内外でもオンライン学習、

リモート学習への移行が進む中、学習・教育環境における電子教科書の重要性は高

まっている。そうした中で、学生が電子教科書を利用する行動意図にどのような要

素が影響し、また、電子教科書を利用する際に望ましい条件整備が求められるので

あろうか。

本報告では、筆者が２０２２年度に試験的に導入した長崎県立大学における電子教科

書の導入例をもとに、紙媒体の教科書と比較した場合の学生の声を拾いつつ、電子

教科書導入にあたっての学生の意識、教材利用の利点と課題について述べる。

２．電子教科書について

前述したように、新型コロナ感染拡大および長期化により、長崎県立大学におい

ても対面授業の制限、遠隔授業による教育の推奨などニューノーマルな教育環境が

求められるようになった。その対応として、本学においても授業でのノートPC必
携化などリモート教育環境の整備も進められてきた。

Pešut（２０１８）によれば、電子教科書（digital textbooks）とは、「静的なハイパー
テキスト、マルチモーダル２テキストに基づく、ワークブック、参考書、練習帳、

事例集、指導書などの混合物で、カリキュラムの基準を満たすもの（教育資源）、

あるいは、インターネットに接続されたパソコンや携帯用デジタル機器を介してア

クセスし、教育プラットフォームから支援されるデジタルライブラリ上にある代替

的な学習ツール」と定義されている。電子教科書には、主に教師が授業で掲示して

活用することを想定した教師用と、学習者が情報端末を利用して表示することを想

定した学習者用のものとに大別される。学生が利用する ICT機器によって多様な
形態のものが利用されているが、本稿では、その中でも教員と学生ともに利用する

２ 数値、画像、テキスト、音声など複数の入力情報、データ種別（モダリティー）を組み合わせて、もし

くは関連付けて処理することを意味する。
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ものを対象とする。

電子教科書には、紙媒体の教科書にはない多くの利点があると考えられている。

たとえば、教科書内の検索機能、アクセス性、双方向性、費用対効果、学生への到

達可能性のほか、保存しやすさ、ダウンロード機能、情報追加機能、携帯性、リモー

トアクセスなどの利点が挙げられる（Kous and Konstantinou ２０１４）。一方、電
子教科書が抱える課題として、出版社等によるコンテンツ権利関係の障壁、読者の

視点に立った場合は、目の疲れ、バッテリ駆動時間の制限、技術的な問題に伴う不

便さも指摘されている（Hao and Jackson２０１４）。
我が国においても電子教科書（またはデジタル教科書）に関する先行研究は、２０１０

年代以降から増え始めており、電子教科書及びデジタル教材の可能性を海外事例と

の比較を踏まえて論じたもの（中村・石戸２０１０）、著作権の問題を取り上げたもの

（阿濱・阿濱 ２０１６; 源ら ２００９）、電子教科書の各種標準化における機能的検討状
況を示したもの（田村２０１４）、学習者の利用ログデータから効率的な学習支援の在

り方を研究したもの（若菜２０２１）などがある。

２０２２年度、長崎県立大学において、筆者が授業で利用した電子教科書は、大学生

協が提供している電子書籍閲覧アプリのVaristyWave eBooks（VWeB）である。
VWeBでは、電子化された教科書の閲覧に加え、主に４つの機能（講義資料の配
信、アノテーション共有、アンケート、学習ログの取得）がある。いずれの機能も

パソコン・スマートフォン・タブレット端末に対応している。

これらの機能を利用して、教員が自作の講義資料を配信したり、VWeBで表示
されている電子教科書のテキスト上に、付箋やマーカー、メモ等を張り付けること

ができ、教員と学生との間で共有を図ることができる。アンケート機能については、

最大五択のアンケート回答を行うことができる。学習ログについては、電子教科書

を利用した際に精製されるログデータを基に、電子教科書へのアクセス時間やペー

ジ閲覧状況等をレポートする機能である。主な電子教科書の機能を示したものが表

１である。
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３．調査対象と対象科目

本稿では、電子教科書を利用する立場である学生の意識を明らかにするため、長

崎県立大学地域創造学部において、筆者自身が科目を担当している①講義科目「政

治学概論」（第１クオーター・１年次・選択必修科目）、及び②演習科目「基礎演習」

（通年・２年次・必修科目）の受講生を対象とし、複数教科書（紙媒体及び電子版）

による電子教科書利用に対する学生意識の把握、電子教科書導入における利点と課

題について学生からのフィードバック獲得が主な目的である３。

まず、電子教科書の導入にあたって、長崎県立大学佐世保校では、「政治学概論」

「基礎演習」ともに、全員が初めての電子教科書利用であるため、初回に、大学生

協事業連合会、長崎県立大学生協職員の協力のもとで学生向けの導入ガイダンスを

行った。両科目ともに４月からの開始で、全１５回中、第１回～３回までは電子教科

書の操作や機能に慣れてもらう時間を確保し、第４回以降から、本格的な授業での

活用、提出レポート課題等との関連付けを行っていった。具体的には、電子教科書

のコメント共有機能を用いた予習を前提とし、受講生による電子教科書へのコメン

トの記入、電子教科書を用いて予習内容を共有することで、電子教科書の利用に慣

れてもらうとともに、できる限り、教員・学生ともに双方向性の高い受講環境づく

りを心がけた。

なお本稿では、学生のニーズへの対応、及び電子教科書導入における教員負担の

軽減、教育の質的向上を図る観点から、学生からのフィードバックを取得しつつ、

今後、電子教科書に求められる機能や条件について検討を試みたい。

【表１】電子教科書（VWeB）の主な機能

（出所）大学生協事業連合会からの提供資料を基に筆者作成

３ ２０２２年度は、①では、砂原庸介・稗田健志・多湖淳『政治学の第一歩[新版]』（有斐閣 ２０２０）、②では、
山下祐介『地域学入門』（筑摩書房２０２１）を用いた。
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４．調査項目

本稿では、長崎県立大学佐世保校の地域創造学部で電子教科書を使用した授業の

受講生合計７９名（政治学概論７０名、基礎演習９名）を調査対象とした。全１５回講義

の最終回では、電子教科書の導入・利用にあたり、助言・協力を得た大学生協事業

連合会スタッフの立ち合いのもとで、電子教科書の利用にあたって学生間での振り

返り、事後アンケート調査を実施した。詳細は後述するが、調査項目は主に、電子

教科書利用と紙媒体の教科書の比較などを盛り込み、以下のような質問項目を用い

て、教育実践及び調査を行った。

【表２】電子教科書の利用に関する受講生向け質問項目

注：質問２, ４, ７～９は自由記述方式。

質問内容

質問１

『授業時間内』に教科書を使用する場合、紙の教科書と電子教科書のどち
らを使用していましたか？
a. 主に紙の教科書を使用
b. 主に電子教科書を使用
c. どちらも同じくらい使用
d. その他

質問２ 質問１で回答した理由を答えてください。

質問３

『授業時間外』で予習や自主学習をする場合、紙の教科書と電子教科書、
どちらを使用していましたか？
a. 主に紙の教科書を使用
b. 主に電子教科書を使用
c. どちらも同じくらい使用
d. その他

質問４ 質問３で回答した理由を答えてください。

質問５ 電子教科書は、主にどの端末（デバイス）を使って閲覧していましたか？

質問６
電子教科書を使ってみて、自身の学習（勉強）の理解は進みましたか？５
段階評価で教えてください。

質問７
電子教科書を使ってみて、良かった点（機能やメリット）を教えてくださ
い。

質問８ 電子教科書を使ってみて、悪かった点（デメリット）を教えてください。

質問９ この授業を振り返って、電子教科書を使ってみた感想を教えてください。

質問１０
もし今後、購入予定の教科書が紙版と電子書籍から選べるとしたらどちら
を選択しますか？
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上記の質問項目で調査して得られたデータに基づいて、定性的な分析として自由

記述で得られた文章データをテキスト化した後、テキストマイニングソフトのKH
Coder４を用いて、抽出されたキーワードから電子教科書利用に対する学生（受講
生）の意識の把握を試みた。なお、本調査において、テキストマイニングを用いた

分析を行った理由は、受講生の思考や感想などの情報の蓄積を想定し、文章テキス

トから質的データを量的に抽出し、分析者の恣意的な判断や意味解釈をできる限り

回避できると考えたためである。

５．調査結果―電子教科書利用に対する学生の意識

電子教科書利用における学生の意識について把握を試みた。【質問１】「『授業時

間内』に教科書を使用する場合、紙の教科書と電子教科書どちらを使用していまし

たか？」に対しては、以下のような回答となった。

【図１】から、筆者が担当した講義・演習科目ともに、紙媒体と電子版と両方の

教科書を採用したが、【表１】の回答では、主に電子教科書を使用した学生が７割

近くを占めた。次に、【質問２】「質問１で回答した理由を教えてください」につい

て、「b．主に電子教科書を使用していた」と回答した学生のコメント（抜粋）か
らは、以下のような理由が確認できた。

【図１】質問１に対する回答（左）と質問３に対する回答（右）（n=７９）

※質問１・３ともに「d. その他」は回答者０人。

４ 樋口耕一：KH Coder，http://khc.sourceforge.net/ （Accessed２０２３/０１/２０）

・自宅にいないことが多いと携帯（スマホ）で見られるのが手軽。
・外出している時、暇なときに見ることができるから。
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「a.主に電子教科書を使用」（５５人）は、授業中に電子教科書を用いた提出物や
課題も影響したと考えられるが、学生からは「スマホやタブレット端末があれば手

軽にアクセスできる」、「電子教科書であることで荷物が増えるのを避けることがで

きた」、「他の学生や教員の書き込んだコメントを共有ができ、学習が進んだ」など

のコメントもあった。対して、「a.主に紙の教科書を使用」と回答した学生らの理
由に関するコメント（抜粋）は以下のような回答があった。

【質問３】「『授業時間外』で予習や自主学習をする場合、紙の教科書と電子教科

書、どちらを使用していましたか？」に対する回答は、「a.主に紙の教科書を使用
していた」が４０人（％）、「b.主に電子教科書を使用していた」が３４人（％）、「c.
どちらも同じくらい使用」が５人（％）となった。【質問４】「質問３で回答した理

由を教えてください」について、「b.主に電子教科書を使用していた」と回答した
学生のコメント（抜粋）からは、以下のような理由が確認できた。

・いつでもどこでも教科書を開くことができる。
・電子教科書も慣れてくると使いやすい。
・多くの本を持つ必要がなく、持ち運びが楽だから。荷物が減って楽だから。
・先生や他の学生のマーカーやコメントを参考に学習できるから。
・重要な部分が他人と共有できるから。
・コピー＆ペーストでキーワードを検索しやすいから。
・復習が紙の教科書よりも簡単だったから。
・学習ログで勉強時間が可視化されると、進んで教科書を読み、勉強する気を起こし
てくれるから。
・これからのデジタルの時代に合わせで電子教科書に慣れるべきだと思ったから。

・紙の教科書に慣れており、紙の方が便利だった。
・他の講義が紙の教科書なので、紙の方が使いやすい。
・スマホ、PC、タブレットをいちいち起動させる必要がない。
・スマホの場合、文字が小さくて読みづらかったため。
・デジタルデバイスの充電が切れるため。
・デジタル端末のスペックに問題があるため
・デジタルが苦手なため。
・電子版をずっと見ていると目が疲れ、紙の方が読みやすいから。
・手書きの方が好きに記入でき、付箋などをつけている場所をすぐに開くことができ
る。
・授業時間外でわざわざ電子教科書を開く必要はないと思ったから
・紙の教科書も使わないともったいないと感じた。

・いつでもどこでも教科書が開けるから。
・教員や他の学生が線やマーカーを引いた個所の要点が見やすかったから。
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【質問５】「電子教科書は、主にどの端末（デバイス）を使って閲覧していまし

たか？」（複数回答可、n=８７）という質問に対しては、「パソコン」が４６人（４７.５％）、
同じく「スマートフォン」が４６人（４７.５％）、「タブレット」が５人（５%）となり、
授業外での学習においての電子教科書利用については、パソコンとスマートフォン

の利用者がほぼ同程度であった。

【質問６】「電子教科書を使ってみて、自身の学習（勉強）の理解は進みました

か？５段階評価で教えてください。」に対しては、以下の回答結果となった。

【図２】から、電子教科書利用による学習理解度の変化に関しては、「３．どち

らともいえない」が２５人（３４.７％）、「４．ややそう思う」が３１人（４３%）と多くを
占めていた。

６．定性的分析

ここでは、学生からの自由記述式回答（【質問】７～９）で得られた回答につい

てテキストマイニングによる分析を行った。回答から得られたデータをもとに、電

子教科書利用に対する学生らの意識の傾向把握を行った。この分析過程では、使用

頻度の高い語彙（名詞・動詞）の抽出を行い、地域創造学部の受講生からの回答結

【図２】質問６に対する五段階評価の回答（n=７２）

・（学習ログ機能により）勉強時間が可視化されるため、紙の教科書よりも進んで勉
強する気を起こしてくれると感じた。
・家だけではなく、外にいる暇な時に見られたから。
・復習が紙の教科書よりも簡単だったから。
・スマホがあれば手軽に利用できるため。
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果を以下に示す。さらに、抽出されたテキストデータに基づいて共起ネットワーク

分析を行った。「共起ネットワーク」とは、n個の連続する単語を各頂点とし、そ
れらを接続し、単語間の関係性をネットワークにして描画したものである。これに

より、単語の関連性を可視化することができ、出現頻度の高い語句や語彙、表現の

把握や文全体の趣旨の理解などに役立ち、KH Coderでは、語句と語句の関係性を
表すネットワークを描画し、図中で強い共起関係ほど線で結ばれ描画される。

ここでは、上記の【質問７】「電子教科書を使ってみて、良かった点（機能やメ

リット）を教えてください」と【質問８】「電子教科書を使ってみて、悪かった点

（デメリットを教えてください）、そして【質問９】「授業を振り返って、電子教科

書を使ってみた感想を教えてください。」の３つの質問を対象とした５。

テキストマイニングの結果にもとづき、【質問７】の結果を【表２】に、【質問８】

の結果を【表３】に示した。さらに、抽出された語彙に基づいて共起ネットワーク

の作図を行った。分析結果は【質問７】は【図３】、【質問８】は【図４】、【質問９】

は【図５】に示した。

【表２】質問７の頻出語一覧（名詞・サ変名詞６・形容動詞・動詞）

５ 【質問７】【質問８】に対応する【図３】と【図４】の共起ネットワーク分析については、質問に「電子

教科書」が含まれ、頻出語として、「電子」「教科書」という語彙は抽出数が必然的に多くなると予想した

ため、表２の中で二番目に出現頻度の多い「電子」４７件未満の語彙の最大出現数４６以下で作図を行った。

６ 「～する」をつけると動詞化する名詞を指す。
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６-１．電子教科書に対するポジティブな評価

【質問７】における分析の結果、電子教科書利用に対してポジティブに評価した

抽出語に着目すると、「マーカー」「書き込み」などの語彙の表出がみられた。例え

ば、「マーカー」に関する回答文章を抜粋すると、「紙よりも見やすいし、先生や他

の学生のマーカーを引いた個所をチェックできる」や「電子教科書の方がすぐにマー

カーを入れることができ、何度も消して長文の書き込みができる」などの記述があっ

た。このことから電子教科書が学習を進める上で（紙の教科書にはない）学習機能

による拡張性が認識されていた。また、形容動詞では「便利」「簡単」「楽」といっ

たポジティブな語彙が確認されたことから、有用性のあるツールとして期待されて

いることがわかった。

【図３】の【質問７】に関する共起ネットワークからは、「先生」が中心語彙で

あり、その周辺に「コメント」「見る」「共有」「学生」「参考」「共有」などがある

ことから、教員や自分以外の他の学生のコメントを確認し、共有できる点などが学

習者にとってメリットとして感じていることが推測できる。サ変名詞で出現頻度最

多である「コメント」という語彙が含まれている回答（抜粋）に着目すると、「先

生や他の人のマーカーやコメントを見て参考にできた」「付箋機能などコメントが

【図３】質問７（電子教科書利用のメリット）の共起ネットワーク

注：nodeは描画される語句の数、edgeは線で描画される共起関係の数、densityはネッ
トワークの密度を示す。
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残せるのでノートをまとめる必要がない」「授業の際に先生の残したコメントや友

達が線を引いたコメントや考えを知ることができるという点が良かった」「他の学

生が共有したコメントを確認でき、自分とは異なる視点を学ぶことができた」など

の記述が確認できた。受講する学生の視点としては、とくに電子教科書のコメント

機能、「共有（アノテーション）」の機能がポジティブに受け止められていることが

明らかになった。

上で示した【質問７】関連して、二つの授業終了後に、別途「電子教科書の良かっ

た点（機能やメリット）」について、いくつか項目に分類して受講生向けのアンケー

ト調査（複数回答可）を行ったところ以下の回答結果となった。

【図４】の中で、とくに「a.教員のメモ（コメントやマーカー）を確認できる
点」「b.他の学生の意見や感想を閲覧、共有できる点」など、教員による解説や他
の学生のコメントから理解を深めることができる機能や、「d. PC、スマホがあれば、
どこでも利用できる点」といった電子教科書ならではの利便性に対する評価が高い

傾向を確認できた。

ちなみに、少人数教育である「基礎演習」では、筆者自身が学生に指定したテキ

スト輪読の際、事前予習課題として、テキスト内で自身が印象に残った個所、演習

内で議論を深めてみたい個所について、自分以外の学生が書き込んだマーカー部分

とその理由に関するコメントをチェックしておくという課題を設定し、毎回の授業

を進めた。

導入初期は、電子教科書アプリ利用の習熟が必要であったものの、慣れてくると

「他人のコメントやマーカーをチェックでき、グループワーク時に非常に便利だっ

た」、さらに、VWeBでは学生が記入したコメントにURLリンクを貼り付けること
ができたため、「コメントに関連するウェブサイトやネット動画を追加することで

【図４】電子教科書を使ってみて良かった点（機能やメリット）について
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学びが広がった」というコメントも確認できた。

基礎演習で学生らの学習を観察した際に顕著だったのは、電子教科書自体はそれ

ほど複雑な機能はなく、使い慣れてしまえば、学生自らコメント共有（アノテーショ

ン）機能を活用し、グループワーク時に積極的にディスカッションなどで活用する

場面がみられた。また、「普段ほとんど読書をしない私にとって、友人が書き込ん

だコメントが見られる電子教科書の方が読みやすかった。」というコメントも確認

された。こうした側面は、昨今、大学生の読書習慣・時間の減少、大学生の約半数

が読書をしないという傾向が指摘されるなかで（浜島 ２０１９; 全国大学生協組合連
合会２０２２）、電子教科書の使い方次第では、学生の読書習慣、モチベーションを高

める可能性が示唆された。

６-２．電子教科書に対するネガティブな評価

電子教科書の利便性が受講生の中でもある程度認識されていることはわかった

が、一方、メリットだけではなく、導入へのネガティブな視点も確認された。【表

３】は、【質問８】「電子教科書を使ってみて、悪かった点（デメリット）を教えて

ください。」という問いに対する回答に対して、受講生からの回答テキストを抽出

した際の頻出語一覧となっている。

【図４】で示すとおり、【質問８】に関する共起ネットワークからは、ネガティ

ブな印象を想起させる語句として、「不便」「遅い」「面倒」などの語彙が確認でき

【表３】質問８の頻出語一覧（名詞・サ変名詞・形容動詞・動詞）
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る。たとえば、【表３】で確認できるサ変名詞で登場頻度の多い「不便」という語

彙を含む回答（抜粋）に着目すると、「電子教科書と紙の教科書のページにずれが

あり、ページを探す時に不便を感じた」「コメントつけている間に、他のアプリに

切り替えて戻すとコメントが全てなくなるのが不便」などの記述が確認できた。ま

た、「遅い」という語に着目すると、「アプリの起動、ページ移動に時間がかかり遅

い」「自身のコメント、マーカーが反映されるのに時間や手間がかり遅かった」な

どがある。また、「面倒」という語に着目すると「ページの移動が紙の教科書より

も少し面倒」「いちいち、PCを起動させるのが面倒」などの文脈でのコメントが
多かった。

これらは大学講義室等の通信環境に左右される可能性も高いが、実際に、筆者が

担当する講義「政治学概論」においても、受講生約７０名が一斉に授業内でコメント

やマーカーの書き込みを行った際に、学生が書き込んだコメントやメモの反映、全

体への共有に時間がかかりタイムラグが生じる場面もあった。その他にも、「疲れ

る」が含まれるテキストを抜粋すると、「電子教科書の画面を長時間見ていると、

目が疲れる」などの健康面への負担に関する視点も確認できた。

【図４】質問８（電子教科書利用のデメリット）の共起ネットワーク

注：nodeは描画される語句の数、edgeは線で描画される共起関係の数、densityはネッ
トワークの密度を示す。
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６-３．紙の教科書と電子教科書の選択

【問１０】「もし今後、購入予定の教科書が紙版と電子書籍から選べるとしたらど

ちらを選択しますか？」という問いに対して、学生からは以下のような回答が得ら

れた。

【図５】から、紙の教科書と電子教科書の選択についてはほぼ同数となっており、

最多は「c.講義によって選び分けたい」という回答であった。「講義によって教科
書を選び分けたい」と回答した理由としては、以下のようなコメント（抜粋）が見

られた。

筆者が担当した「政治学概論」「基礎演習」は、社会科学系の学問領域であり、

普段の授業で政治や地域社会にかかわるトピックが多かった。こうした背景もあ

り、調査に回答した学生の中には、「今回の政治学のような他の受講生の考えや視

点などが自らの学びを深めることにつながるような科目では、電子教科書と紙の教

科書を併用したいと感じた。」、「実社会の問題や他の学生の意見などを共有するこ

とが重要とされる講義では、電子教科書を活用した方が良いと思うが、基礎的なこ

【図５】問１０に対する回答（n=７８）

・授業によっては手書きの方が分かりやすい場合があるため（数式など）。
・教科書によって重さや大きさなどが違うため、書籍自体がかなり重いものであれば
電子教科書の方が便利。
・１人で読んで予習するだけなら紙の教科書のほうが読みやすく、他人と共有するな
ら電子教科書の方が容易である。
・全員が電子教科書であればコメントが共有できるのでそうしたいが、使う人が少な
いのであれば紙の方がよい。
・ゼミなどの少人数の輪読などには向いているのではないかと思う。
・一つの授業だけではなく、大半の授業が電子教科書であれば、電子教科書を選ぶ。
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とを学ぶ講義、暗記型で教科書に書かれていることを着実に学ぶ内容であれば、紙

の教科書で十分ではないか」といったコメントも確認された。このことから、受講

する学生も学問領域、講義形態によって、電子教科書導入の利点やその効果につい

て意識していることが示唆された。

ちなみに、２０２２年度は電子教科書導入に至っていないが、筆者が担当する「地方

政治学」（公共政策学科２年次・必修科目）の受講生１２０名に対し、事前に電子教科

書について概要説明を行ったうえで、次年度（２０２３年度）の必修科目での電子教科

書採用の賛否について意見聴取を行ったところ、導入に「賛成」が５７人（４７.５％）、
「反対」が６３人（５２.５％）という結果になった。このように、電子教科書導入に関
しては、賛成・反対とほぼ意見が拮抗した。必修科目での導入にあたって、学生か

らの意見として、いくつか抜粋すると、「電子教科書で得られた情報を教育の改善

や自身の勉強に役立てられるなら賛成。」や「他の多くの講義も電子教科書が採用

されており、関連付けやすいなら導入に賛成。」など条件付きでの導入を支持する

回答も確認できた。

加えて、上記質問と関連するところで、学生らには「電子教科書の方が向いてい

ると思う講義を教えてください」という質問を行ったところ、以下のような回答が

得られた。

７．おわりに

本報告は雑駁ではあるが、長崎県立大学地域創造学部で一部試験的に導入した電

子教科書に対する学生の意識、導入時の利点（メリット）や課題（デメリット）を

紹介した。電子教科書が高い教育効果を発揮できたかを検証するには、まだサンプ

ル数が不足しているが、コメント共有機能など、紙ではない電子教科書の特性を活

かした学習を促す側面はある程度は確認できた。筆者が担当したのは社会科学系、

とくに政治学系の講義・演習科目であるが、とくに教員の解説や補足だけではな

く、同じ科目を受講している別の学生が共有したコメントや、教科書の記述等に対

・大多数で受ける講義形式の授業であれば紙の教科書で、グループワークがメインの
授業であれば、コメントの共有ができる電子教科書が向いていると思った。インプッ
トが多い授業であれば、紙の教科書、アウトプットが多い授業であれば電子教科書
が向いていると思う。
・数式等を書き込むような授業であれば、紙の教科書の方が良いと思う。
・先生がオンライン上で電子教科書を画面共有することができるので、電子教科書は
オンデマンド型授業の方が向いている。対面授業であれば、紙の教科書で良い。
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する自身とは異なる視点や考えに触れることで、内容への理解や社会事象への関心

を深めることができる可能性が示唆された。

電子教科書の今後の在り方については、教育上の効果や健康面への影響も含め実

証研究の成果等も踏まえつつ、また、受講生への経済的負担等も考慮しながら検討

する必要がある。仮に、長崎県立大学において、本格的な導入を目指すのであれば、

たとえば、電子教科書に標準的に備えることが望ましい最低限の機能や通信環境等

の整備、過年度の電子教科書を利用できるようにするための方策（ライセンス期間

や費用の在り方、使用のため仕組み等）などが考えられる。

実際に、筆者が試験運用する中で、年度途中で電子教科書プラットフォームの大

幅な変更により、継続的な教育効果の検証が困難な状況となった７。その点で、開

発元が教育現場のニーズや意向を活かして更新していく取り組みが難しい状況にも

直面した。この点から、電子教科書の継続的な利用にあっては、大学外にある外部

環境としての電子教科書プラットフォームの開発元の状況、出版社ごとの権利・契

約関係、技術的環境に大きく左右される点は否めない。こうした状況を改善してい

くためには、改めて大学教育における利用ニーズを高めつつ、教育効果の検証やコ

ンテンツ開発に向けた好循環を促す環境整備が求められる。

学生によっても ICTスキルやデジタルコンテンツへの習熟度には差があり、授
業や試験のオンライン化で新たに生じる格差に対する懸念も指摘されている（川上

２０２０）。実際に、受講する学生の状況も年度やクラスによって異なり、いわゆる文

系大学生であっても、普段のデジタル機器の所有、使用状況などによって新しいデ

ジタルコンテンツを使いこなす学生とそうではない人の偏り、いわゆるデジタル

ディバイドが見受けられる。授業でのグループワーク等でもメンバー間にデジタル

リテラシーの差がある場合も多く、それが原因で学習意欲が低下するあるため、将

来、仮に全学的な導入などを検討する場合、教育の質保証を図るためには、上記の

能力を身に着ける手段として、初年次教育での動機付け、ある程度指導内容の統一

を図るためにも共通のガイドラインが必須であろう。加えて、従来型の紙媒体の教

科書の良さも活かしながら、どのように適切に組み合わせるかという視点を持ちな

がら検討を進めるべきである。

７ 当初、VWeB内の学習ログ機能を用いて、授業外での電子教科書の利用時間、ページごとの閲覧時間や
コメント数等を把握し、学習頻度、学習時間帯、学習時間帯を活かした新たな授業・教材開発に組み込む

予定だったが、２０２２年９月以降、電子教科書プラットフォームがVWeBからEDX UniTextというシステ
ムに大幅な変更となったことから、VWeB内で記録された学習ログに保存されていたデータが使用不可と
なった。また、政治学概論で用いたテキストは、学習ログ機能が使用可能であったが、基礎演習の方は、

出版社の権利関係上の制約で学習ログ機能は使用できなかった。
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最後に、大学教育において、ICTやデジタルコンテンツの活用は、教育環境整備
に大きく作用される。当の大学側も教育用デジタルコンテンツ等の開発や環境整

備、学生支援にかける財源に余裕があるとは限らない。大学教育においても、従来

まで学生たちが慣れてきた紙媒体教科書をデジタルに切り替えていくことは大きな

改革を伴う。財政的にも決して余裕があるとはいえない地方公立大学であれば、な

おさらである。

電子教科書導入は、プラス面・マイナス面いずれにしても学生らの学修環境に直

接的な影響を与える手段であり、重要なことは電子教科書や関連するデジタル教育

ツールを推進するにあたっても科学的根拠（エビデンス）に基づいて導入を進めて

いく必要がある。大学教育においては、高校までの学習指導要領に沿った教えるべ

き事項が決められているわけではない。学部学科全体としてのカリキュラムには沿

うが、その内容は教員の知見や研究成果がフィードバックされる場でもあるため、

同様の講義名称であってもその内容が異なることもある（森本・植竹２０１２）。講義

や大学における学習環境等の特性を踏まえつつ、どの場面において、どのような方

法で電子教科書を活用することが効果的であるかをさらに検証しつつ、継続的に実

績を蓄積させていく必要があるだろう。
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